
4．腹囲区分別、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを有する状況   

メタポリックシンドロー ム（内臓脂肪症侯群）の診断基準の1つである腹  

囲が男性85cm、女性90cm以上の者は、未満の者に比べ、血中脂質、血圧、血  

糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合が高い。   

メタポリックシンドロー ム（内臓脂肪症候群）の診断基準の1つである腹囲が  

男性85cm、女性90cm以上の者は、未満の者に比べ、いずれの年齢階級において  

も、メタポリックシンドロー ム（内臓脂肪症侯群）の疑いの判定項目である、  

血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合が高かった。   

また、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合は、  

男女とも年齢とともに増加していた。  

図6 腹囲区分別、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを有する割合（20歳以上）  

■リスク3つ該当  田リスク2つ該当  ロリスク1つ該当  

85cm8≡bm 85q¶85⊃r11  8おm8！km  85ロー18お11 850m85cm  
未満 以上  未満 以上  未満 以上  未満 以上  未満 以上  

…9歳  5ひ－59歳  60－づ9歳 70歳以上（再掲）40－74歳  

8∈bl185crr1 85cm8王妃m   85cm8知Tl  

未満 以上  未満 以上   未満 以上   

総数  20－29歳  30－39歳  

■リスク3つ該当  田リスク2つ該当  ロリスク1つ該当  

∝b¶敗m 肋Il∝b¶  取】m∝b11 弧：m弧】m  ∝bTl敗m  
未満以上  未満以上  未満 以上  未満以上  未満 以上  

40・・・・49歳  ∝ト・ち9歳  ∝トづ9歳 70歳以上（再削0－－74歳  

敗】m耽m  ∝bn9Cb¶  敗m∝brl  
未満 以上  未満 以上  未満 以上   

総数   却－29歳  誠一39歳  
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第2部 生活習慣に関する状況  

1．喫煙の状況   

現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性では30歳代が最も高く約6割、  

20、40、50歳代で約5割、女性では20～30歳代で最も高く約2割。   

現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性で約4割、女性で約1割であり、  
男性では30歳代が最も高く約6割、20、40、50歳代で約5割、女性では20～30  
歳代で最も高く約2割であった。   

また、男性において過去習慣的に喫煙していた者の割合は、年齢とともに  
高くなっていた。  

図7 喫煙の状況（20歳以上）  

■現在習慣的に喫煙している舌 ○過去習慣的に喫煙していた舌 0喫煙しない看  

総数  20－29i  80－30i  ●0－49鐘  50－58i  ¢0－89i  TOi以上  

■現在習慣虻に喫煙している青田遇去習慣的に喫煙していた看口喫煙しない看  

総数  20－29歳  30－39i  10－■9▲  50－59歳  10－㈹義  70i以上  

現在習慣的に喫煙している者：  

これまで合計100本以上又は6ケ月以上たばこを吸っている（吸っていた）者のうち、  

「この1ケ月間に毎日又は時々たばこを吸っている」と回答した看  

過去習慣的に喫煙していた者：  

これまで合計100本以上又は6ケ月以上たばこを吸っている（吸っていた）者のうち、  

「この1ケ月間にたばこを吸っていない」と回答した者  

喫煙しない者：  

「まったく吸ったことがない」又は「吸ったことはあるが、合計100本末満で6ケ月  

未満である」と回答した者  

ー 9 －   



2．歯の本数とかんで食べる時の状況   

40歳以上において、歯の本数が20本以上の者は19本以下の者に比べ、「何で  

もかんで食べることができる」と回答した者の割合が高い。   

40歳以上において、「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合  

は、歯の本数が20本以上の者では約8割である一方、歯の本数が19本以下の者  

では約5割であり、歯の本数が20本以上の者は19本以下の者に比べ、いずれの  

年齢階級においても、 「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合  

が高かった。  

図8 歯の本数区分別、「何でもかんで食べることができる」  

と回答した者の割合（40歳以上）  

ロ19本以下  暮20本以上  

40・・ヰ9歳  50－59歳  ∝H閲歳  70歳以上  75歳以上（再掲）  

ロ19本以下  ■20本以上  

仙－49歳  5か59歳  6…9歳  70歳以上  75歳以上（再掲）  

■■■■－－一一－－一一－－－－－－－一一→－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－●●●－●●●－■－●－‾■－－－■●  

30歳代以下においては、歯の本数が19本以下の者が少ないことから、歯の本数に関する：  
比較は困難である。  

－10 －   



3．喫煙習慣と歯の状況   

40歳以上の男性においては、現在習慣的に喫煙している者は喫煙しない者に  

比べ、「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合及び歯の本数  

が20本以上の者の割合が低い。  

「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合は、年齢とともに低  

くなっており、現在習慣的に喫煙している者は喫煙しない者に比べ、40歳以上の  

いずれの年齢階級においても低かった。   

また、歯の本数が20本以上の者の割合も年齢とともに低くなっており、現在習  

慣的に喫煙している者は喫煙しない者に比べ、40歳以上のいずれの年齢階級にお  

いても低かった。  

囲9 喫煙習慣別、「何でもかんで食べることができる」  

と回答した者の割合（40歳以上）  

70歳以上  別H柑歳   5ひ－59歳  4か・49歳  

図10 喫煙習慣別、歯の本数が20本以上の者の割合（40歳以上）  

甲過去習≠的に喫煙していた看  口喫煙しなしヽ者  

70i以上  5M9歳  ∝ト69畿   

女性においては、現在習慣的に喫煙している者の割合が少ないことから、喫煙習慣  

別の比較は困難である。  
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4．運動習慣の状況   

運動習慣のある者の割合は、成人の男性で約3割、女性で約2．5割。   

運動習慣のある者の割合が高いのは、男性では60歳以上、女性では50歳  

以上、一方、その割合が低いのは、男性の20～50歳代、女性の20～40歳代。   

平成16年の結果では、運動習慣のある者（1回30分以上の運動を週2日以上実施し、  

1年以上継続している者）の割合は、男性の60歳代以上で高く、男性の20～50歳代、  

女性の20～40歳代で低かった。   

また、運動習慣のある者の割合の年次推移をみると、単年では、ばらつきがあ  

るものの、経年的な傾向としては男女とも総数ではほぼ横ばいである。年齢階級  
別にみると、男性の60歳以上、女性の50歳以上で高く、その他の比較的若い年齢  
層で低い傾向が続いている。  

図11運動習慣のある者の割合（20歳以上）  

■男性  口女性  

総数  20－29歳  30－39i  仙－49i  50－59i  80－¢9i   70歳以上  

園12 運動習慣のある者の割合の年次推移（20歳以上）  

・・・・・－・・・■■ －◆鵬20－29▲   30一銅■・・・一・・・●○－●○■ －－づ・－50－59■ －－・－・・・・・・00一針郎■ －か一70▲以上  

H8 日7 H8 HI HlO Hll H12 H13 Hll H15 H16  H6 H7 H8 H9 HlO H11日12 H13 H14 H15 日16  

ー 「  運動習慣のある者：   

1回30分以上の運動を週2日以上実施   

し、1年以上継続している者  

「健康日本21」の目標値 （2010年）  

運動習慣者の割合 男性 39％長  

女性 35％長   
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5．朝食の欠食率   

朝食の欠食率は、平成11年以降、全体的に男女とも増加しており、特に  

男女とも20歳代で最も高く、男性で約3割、女性で約2割。   

20歳代の一人世帯に限った朝食の欠食率は、男性で約7割、女性で約3割。   

朝食の欠食率は、特に男女とも20歳代で最も高く、男性で34．3％、女性で22．0  

％であり、その後、年齢とともに低くなっていた。   

一人世帯に限った朝食の欠食率は、男性の20歳代で65．5％、30歳代で41．4％で  

あり、女性の20歳代で29．0％であった。  

図13 朝食の欠食率の年次推移（1歳以上総数）  

－－－■－・・・・・・義■ －－一男性 一－l一女性  

H7  日I  H9  HlO  Hll  H12  日13  日ll  H15  H16  

図14 朝食の欠食率（1歳以上）  

珍総数 ■男性  □女性  

総数   l－6i  7－1ヰ■ 15－19■ 20－29i 30－39i 40－■9i 50－5，▲ 80－68i TO生以上  

図15 朝食の欠食率 一全休と一人世帯－（20歳以上）  

申全件   ■一人せ鞭  四全体   ■一人世帯  
【％】  

100  

80  

10  

▲0  

20  

0  

【％］  

100  

80  

60  

40  

20  

0  

20－29暮 30－ユ9t ●○－●○▲ 50－59▲ 和一19▲†0蒙以上  20一別欄130一朗帽l」和一▲9i50一別帽Il和一19■ 7は以上  ‾‖－‾‾…亘  
：豪商毒手あ†東食了由宇5ぢあ瘍ゑ訪台着手あ盲∴ 
I l  

：①何も食べない（食事をしなかった場合）  

：②菓子、果物、乳製品、し好飲料などの食品のみ食べた場合 ：  

：③錠剤・カプセル・顆粒状のビタミン・ミネラル、栄養ドルク剤のみの場合：  
」‾ －■ － － － － － － － － － － － － － － － － － － 一 －－ － － － － － ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿、＿ ＿ ＿ ＿ ＿．＿＿ ＿ ＿ － ＿ ＿ ＿l  
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21」の目標値  「健康日本  

（2010年  

朝食の欠食率 20、30歳代男性15％以下   



第3部 栄養素等摂取、食品群別摂取の状況   

1．食塩摂取量  

食塩を1日当たり10g以上摂取している者の割合は、成人の5割以上。   

成人の5割以上の者が、食塩を1日10g以上摂取していた。   

また、成人の1日当たりの食塩摂取量の平均値は、11．2g（男性12．1g，女性10．5g）  

であった。  

図16 食塩摂取量の分布（20歳以上総数）  

10g以上  

図17 食塩摂取量（20歳以上）  
匂総数■男性 □女性  

総牡（20i以上） 20－29i  30－39i  ▲○－▲Oi  50－59i  ¢○－¢8▲  TOi以上  

図18 食塩摂取量の年次推移（1歳以上総数）  

l葡  l欄  ri7  帽  トロ  HlO Hll H12  日13  H14  H15  H16  

；食塩摂取量（g）＝ナトリウム（mg）×2．54／1，000；…※平成12年までは四訂日本食品標準成分表、  

；平成13年からは五訂日本食品標準成分表を  
l  

： 用いて算出している。  

「健康日本21  」の目標値  

食塩摂取量   
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2．エネルギーの栄養素別摂取構成   

脂肪からのエネルギー摂取が25％を超えている者の割合は、成人で男性  

約4割、女性約5割。   

脂肪からのエネルギー摂取が25％を超えている者の割合は、成人で男性の約4  

割、女性の約5割であり、うち男性の約2割、女性の約2．5割が30％を超えてい  
図19 脂肪エネルギー比率の分布  

丘肪エ■■キ●－比事が  

一男－ぷ■■－  

（20歳以上）  た。  

書肪エー↓キ●一比事が  

2ら≠藍超え30≠以下の書 （■欄＝■断エ■▲キ・－比事が  

25I●を縫える書：●¢．●％  

一茶1■■  垂垂i  
よ肪エlんキーー比辛が  藍肪1キーキーー比辛が  烏肪エl■キ●一比辛が  中肪工事■キ●－比寧が   

Z5％を観え301■以下の雪  

国20  

25I●を超え309‘以下の看∴ （書■）■肪工事ルキ●一也事が  
25％手島える書：50．1≠  

（■り■）轟‖肪工1■キ●一比事が  

25≠を1える書：▲1．1％  

エネルギーの栄養素別摂取構成比の年次推移（1歳以上総数）  

□たんばく書  四脂暮  口炭水化物  

昭和50年（川丁5年）  

昭和S5年（l，80年）   

唱和¢○年（＝柑5年）  

平成2年（1，，○年）  

平成丁年（＝柑5年）   

平成12年（2000年）   

平戚13年（2001年）   

平成1●年（2002年）   

平成15年（2003年）   

平成18年（200●年）  

2．111k¢●1   

2．Ol●k¢■1   

2．008k¢●1   

2．028k¢■1   

2．012k¢▲l   

l．争▲引“●l   

l．，5●k¢■l   

l．，ユOk¢▲l   

l．，20k¢■l   

l．002k¢■l  

0．0  20．0  ●0．0  10．0  80．0  100．0  

図21エネルギーの栄養素別摂取構成比（1歳以上）  

鮭数  

卜8■  

トl●■   

t5一柑▲   

之0－29▲   

30一閃■   

40－■9▲   

50－5I▲   

¢0－¢g▲   

TO■以上  

ロたんばくT  ローT  D離水化Il  ロたんばくt   ¢願■   □よ水化■  

総数  

ト6■  

ト1●▲   

15一柑暮   

20－29■   

30－39▲   

■○一49▲   

引卜59■   

¢¢－ち9▲   

70▲以上  

0  20  ●0  ¢0  80  100  0  20  40  ＄0  80  100  

本人の栄養所要量一食事摂取基準  第6次改定日  

脂肪エネルギー比率  ルギー比率  7歳25～30％  1～1   

脂肪からのエネルギーの摂取割合  
「健康日本2  1」の目標値  （2010年）  

脂肪エネルギー比率  20～40歳代 25％以下  
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3．野菜摂取量   

野菜摂取量は、年齢とともに増加していたが、最も摂取量の多い60歳代に  

おいても、平均で303．5g。   

野菜類の摂取量の成人全体における平均では266．7g」最も多い60歳代の平均で  

303．5gであり、また、男女とも20～40歳代で少なかった。  

図22 野菜類摂取量（20歳以上）  

捌駄20歳以上） 2ト29歳  ∝ト39歳  40・・49建  部ト59鐘  8…9丘  70鐘以上  

蝕（20畿以上） 20－29t  ∝ト39鐘  40」9歳  5か59鐘  8…9歳  TO生以上  

蝕（20鐘以上） 2か29歳  ∝ト39歳  4…9歳  試ト・59歳  ¢ト69建  一O歳以上  

；（）内は、「緑黄色野菜」及び「その他の野菜（野菜類のうち緑黄色野菜以外）」摂取量の合計。  

‾一‾‾‾‾‾…‾‾‾－‖‖‥‾－‾  
：て参考う面東森痩虚面三如才る衷哀轟軒ゐ壷麺  

：調査時期である平成16年11月は台風などの気象の影響により、生鮮野菜の価格  

l ・は例年よりもかなり上回った（指定野菜の価格は前年比190％（東京都中央卸売  

・市場における指定野菜の卸売価格動向）。  

また、調査時期の生鮮野菜全体の購入量は、例年よりも落ち込みがみられた  

「健康日本21」の目標値 （2010年）  

野菜摂取量  成人350g以上  

うち緑黄色野菜 成人120g以上   

l  

■（過去5年間の1ケ月あたり平均購入量に対する11月購入量は平成12～15年にお・ l’、‾l  

：いては100％以上、平成16年は94％（総務省「家計調査」結果より井出）。  
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第4部 「健康日本21」中間評価関連表  

「健康日本21」中間評価関連表一覧  

表   表 超   対象   r健康日本21」目標項自【分野】   

表1   日比式肥満区分による肥満児の割合   児童・生徒  
（6－14歳）   

表2   BMI区分による体型の状況   15歳以上   

表3－1   栄養素等摂取i（1日当たり平均）（総数）   1歳以上  12脂肪エネルギー比率の減少【栄養・食生活】   

表3－2   栄養素等摂取土（1日当たり平均）（男性）   1歳以上  1．3食塩摂取iの減少【栄養一食生活】   

表3－3   栄養素専横取i（1日当たり平均）（女性）   1歳以上  8．2カリウム摂取上の増加【循環器病］   

表4   食品群別摂取i（1日当たり平均）   1歳以上  1．4野菜の摂取iの増加【栄養・食生活］  
1．5カルシウムに富む食品の摂取量の増加［栄養・食生活】   

表5   果物類（ジャムを除く）摂取土の分布   20歳以上  9．41日の食事において、果物類を摂取している者の増加【がん】   

表6   自分の適正体圭を認識し、体重コントロールを実践す  15歳以上  1．6自分の適正体重を認鼓し、体重コントロールを実践する人の増  
る人の割合  加【栄養・食生活】   

表6（参考1）  自分の体重の認識状況   15鼓以上   

表6（参考2）  適正体重の認識（自分の体重の掛と実際の体重と  
の一致）状況   

表6（参考3）  体重コントロールを実践する人の割合   15歳以上   

表7－1   朝食の食事状況（中学・高校生）   中学・高校生  
（12－17鼓）   

表7－2   朝食の食事状況   1歳以上   

表8   暮、文ともに、きちんとした食事をする人の割合   15歳以上  1．8i、貫ともに、きちんとした食事をする人の増加【栄養・食生活】   

表9   外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にす  15歳以上  1．9外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にする人の増  
る人の割合  加［栄養・食生活］   

表10   自分の適正体重を維持することのできる食事iを理  15歳以上  1．10自分の適正体重を維持することのできる食事iを理解してい  
解している人の割合  る人の増加【栄暮・食生活】   

表11   自分の食生活に閉域があると思う人のうち、食生活の  15歳以上  1．11自分の食生活に問題があると思う人のうち、食生活の改善意  
改善意欲のある人の割合  欲のある人の増加【栄養・食生活】   

表11（参考1）  自分の食生活に問題があると思う人の割合   15鼓以上   

表＝（参考2）  食生活の改善意欲のある人の割合   15歳以上   

表12   食品や料理の栄養成分表示の普及状況   15歳以上  1．12ヘルシーメニューの提供の増加と利用の促進【栄養・食生活】   

表13   栄養成分表示を利用する人の割合   15歳以上   

表14   学習の壌（地域、職域において健康や栄養に関する  15歳以上  1．13学習の場の増加と参加の促進［栄兼・食生活】  
情報を得られる壌）の状況  1．14学習や活動の自主グノレープの増加【栄暮・食生活】   

表15   学習の場への参加状況   15鼓以上   

表16   1日の歩行数の分布及び平均値・標準偏差   15歳以上  2．2日常生活における歩数の増加（成人）【身体活動・運動】  

2．6日常生活における歩数の増加（高齢者）【身体活動・運動】   

表17   運動習慣の状況   20歳以上  2．3運動習慣香の増加［身体活動・運動】   

表18   睡眠による休養の状況   15歳以上  3．2睡眠による休養を十分にとれていない人の減少【休養・こころの  
健康づくり］   

表19   飲酒の頻度別、飲酒日の1日当たりの飲酒量  20歳以上  5．1多iに飲酒する人の減少［アルコール】   
（多1飲酒者の割合）  

表19（参考1）  飲酒の頻度   20歳以上   

表1試参考2）  飲酒日の1日当たりの飲酒王   20歳以上   

表20   フツ化物歯面塗布を受けたことのある者の割合   ト14歳  6．2フツ化物歯面塗布を受けたことのある幼児の増加［歯の健康】   

表21   間食としての甘味食品・飲料の摂取回数の状況   ト14歳  6．3間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習慣のある幼児の漉  
少【歯の健康】   

表ど   フツ化物配合歯磨剤の使用状況   ト14歳  6．5フツ化物配合歯磨剤の使用の増加【歯の健康］   
表23－1   過去1年間に「歯磨きの個人指導」を受けた人の割合  

（15歳以上）   

表23－2   過去1年間に「歯磨きの個人指導」を受けた人の割合  

（ト14歳）   

表24   進行した歯周炎を有する人の割合   15歳以上  6．7進行した歯周炎の減少［歯の健康1   
表2咄参考1）  歯ぐきの状況   15歳以上   

表25   歯間部清掃用器具を使用する人の割合   15鼓以上  6．8歯間部清掃用器具の使用の増加【歯の健康】   
表26   歯の本数の分布   15歳以上  6．1180歳で却歯以上、駈歳で封歯以上の自分の歯を有する人の  

増加［歯の健康】   

表27   過去1年間に歯石除去や歯面清掃を受けた人の割合  15歳以上  6．12定期的な歯石除去や歯面清掃を受ける人の増加【歯の健康】   

表28   過去1年間に歯科健康診査を受けた人の割合   15歳以上  6．13定期的な歯科健診の受診者の増加【歯の健康】   
表29   血清総コレステロール値の分布と平均値・標準偏差  20歳以上  8．7高脂血症の減少［循環器病】   

表30   拡張期（最低）及び収縮期（最高）血圧値の分布と平  

均値・標準偏差   

表3∝参考1）  血圧の状況（血圧区分別分布）   15歳以上   
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